
(57)【要約】

【課題】　設置に要するスペースを最小限にし、設置場

所付近に電源を必要とせず、さらに、配線の破損を防止

し、浸水による配線のショートや内部機器のショート及

び故障が生じない電気スタンド式看板を提供することを

目的とする。

【解決手段】　支持枠部材１と、この支持枠部材１に取

り付けられると共に肉厚裏当て部材３と面状発光シート

４と看板表示面５とを順次積層した看板本体２と、看板

本体２の面状発光シート４へ電気を送るための蓄電池と

、インバータと、端子盤８と、支持枠部材１に取り付け

られた太陽発電パネルと、を備えている。さらに、肉厚

裏当て部材３に、端子盤８と面状発光シート４を接続す

る配線40を通す挿通孔９を設け、挿通孔９は、挿通孔９

に浸入した水が端子盤８へ向かわないように傾斜して形

成されている。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 持 枠 部 材 （ １ ） と 、 こ の 支 持 枠 部 材 （ １ ） に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 肉 厚 裏 当 て 部 材 （
３ ） と 面 状 発 光 シ ー ト （ ４ ） と 看 板 表 示 面 （ ５ ） と を 順 次 積 層 し た 看 板 本 体 （ ２ ） と 、 上
記 看 板 本 体 （ ２ ） の 面 状 発 光 シ ー ト （ ４ ） へ 電 気 を 送 る た め の 蓄 電 池 （ ６ ） と 、 イ ン バ ー
タ （ ７ ） と 、 端 子 盤 （ ８ ） と 、 上 記 支 持 枠 部 材 （ １ ） に 取 り 付 け ら れ た 太 陽 発 電 パ ネ ル （
10） と 、 を 備 え 、 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 （ ３ ） に 、 上 記 端 子 盤 （ ８ ） と 面 状 発 光 シ ー ト （ ４
） を 接 続 す る 配 線 （ 40） を 通 す 挿 通 孔 （ ９ ） を 設 け 、 該 挿 通 孔 （ ９ ） は 、 挿 通 孔 （ ９ ） に
浸 入 し た 水 が 上 記 端 子 盤 （ ８ ） へ 向 か わ な い よ う に 傾 斜 し て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
屋 外 立 設 看 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 （ ３ ） は 、 表 面 貼 着 し た ２ 層 構 造 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 （ 11)(11）
か ら 成 り 、 上 記 挿 通 孔 （ ９ ） は 、 上 記 少 な く と も 一 方 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 （ 11） の 貼 着
側 の 面 に 設 け ら れ た 溝 部 （ 12） を も っ て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 屋 外 立 設 看 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 （ ３ ） は 、 発 泡 ス チ ロ ー ル か ら 成 る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 屋 外 立 設
看 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 屋 外 で 宣 伝 等 に 利 用 さ れ る 電 気 ス タ ン ド 式 看 板 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 電 気 ス タ ン ド 式 看 板 は 、 宣 伝 ・ 広 告 ・ 案 内 等 の 図 面 、 文 字 を 表 示 し た 半 透 明 の プ
ラ ス チ ッ ク 製 の ケ ー シ ン グ を 有 し て お り 、 そ の ケ ー シ ン グ 内 か ら 蛍 光 灯 を 用 い て 照 明 し て
い た 。 ま た 、 蛍 光 灯 に 必 要 な 電 気 を 得 る た め に 、 電 気 コ ー ド に よ り 看 板 の 設 置 場 所 近 く の
電 源 か ら 電 気 を 供 給 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ６ ６ ８ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 の 電 気 ス タ ン ド 式 看 板 で は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 蛍 光 灯 を 備 え た こ と で そ の ケ
ー シ ン グ の 厚 み 寸 法 は 大 き く な り 、 狭 い 通 路 に 設 置 す る に は 通 行 の 妨 げ と な っ て い た 。 ま
た 、 蛍 光 灯 が 外 部 か ら の 衝 撃 で 割 れ る 心 配 や 、 長 時 間 使 用 す る と 蛍 光 灯 か ら 発 せ ら れ る 熱
で ケ ー シ ン グ が 熱 く な り 直 接 手 で 触 れ る と 危 険 な 場 合 が あ っ た 。 さ ら に 、 設 置 場 所 の 近 く
に 電 源 を 必 要 と し 、 設 置 で き る 場 所 が 限 ら れ て い た 。 雨 が 降 っ た 場 合 等 に 、 ケ ー シ ン グ 内
に 雨 水 が 浸 入 す る こ と も あ り 、 こ れ が 原 因 で 配 線 の シ ョ ー ト や 内 部 機 器 の シ ョ ー ト 及 び 故
障 が 生 じ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 設 置 に 要 す る ス ペ ー ス を 最 小 限 に し 、 設 置 場 所 付 近 に 電 源 を 必 要 と
せ ず 、 さ ら に 、 配 線 の 破 損 を 防 止 し 、 浸 水 に よ る 配 線 の シ ョ ー ト や 内 部 機 器 の シ ョ ー ト 及
び 故 障 が 生 じ な い 電 気 ス タ ン ド 式 看 板 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 屋 外 立 設 看 板 は 、 支 持 枠 部 材 と 、 こ の 支 持 枠
部 材 に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 肉 厚 裏 当 て 部 材 と 面 状 発 光 シ ー ト と 看 板 表 示 面 と を 順 次 積 層
し た 看 板 本 体 と 、 上 記 看 板 本 体 の 面 状 発 光 シ ー ト へ 電 気 を 送 る た め の 蓄 電 池 と 、 イ ン バ ー
タ と 、 端 子 盤 と 、 上 記 支 持 枠 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 太 陽 発 電 パ ネ ル と 、 を 備 え 、 上 記 肉 厚
裏 当 て 部 材 に 、 上 記 端 子 盤 と 面 状 発 光 シ ー ト を 接 続 す る 配 線 を 通 す 挿 通 孔 を 設 け 、 該 挿 通
孔 は 、 挿 通 孔 に 浸 入 し た 水 が 上 記 端 子 盤 へ 向 か わ な い よ う に 傾 斜 し て 形 成 さ れ た 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 は 、 表 面 貼 着 し た ２ 層 構 造 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 か ら 成 り 、
上 記 挿 通 孔 は 、 上 記 少 な く と も 一 方 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 の 貼 着 側 の 面 に 設 け ら れ た 溝 部
を も っ て 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 は 、 発 泡 ス チ ロ ー ル か ら 成 る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 次 の よ う な 著 大 な 効 果 を 奏 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 屋 外 立 設 看 板 に よ れ ば 、 発 光 源 に 面 状 発 光 シ ー ト を 用 い る こ と に よ り 、 看
板 本 体 を 薄 型 化 で き 、 設 置 に 必 要 な ス ペ ー ス が 小 さ く な る 。 さ ら に 、 衝 撃 を 受 け て も 破 損
し に く く 、 ま た 、 発 光 時 に 発 熱 し な い の で 、 看 板 に 触 れ た 場 合 で も 安 全 で あ る 。
　 太 陽 発 電 パ ネ ル に よ り 発 電 さ れ た 電 気 が 蓄 電 池 に 蓄 え ら れ る の で 、 設 置 場 所 の 付 近 に 電
源 が 不 要 と な り 、 屋 外 で 設 置 で き る 場 所 を 幅 広 く 選 ぶ こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 配 線 の 破 損 を 防 止 し 、 雨 水 等 の 浸 水 に よ る 配 線 の シ ョ ー ト や 端 子 盤 の シ ョ ー ト
及 び 故 障 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 実 施 の 形 態 に 示 す 図 面 に 基 づ き 本 発 明 を 詳 説 す る 。
　 図 １ ～ 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 し 、 １ は 金 属 性 の 支 持 枠 部 材 で あ り 、 該 支 持 枠
部 材 １ に 、 正 面 視 が 矩 形 の ２ 枚 の 看 板 本 体 ２ が 、 同 一 平 面 状 に 上 下 に 並 設 さ れ て い る 。 支
持 枠 部 材 １ は 、 直 立 し た 三 角 柱 状 の 柱 13を 左 右 端 に 有 し 、 さ ら に 、 補 強 の た め に 梁 部 材 14
と 棚 板 15を 備 え て い る 。 そ の 梁 部 材 14の 両 端 は 、 ２ 本 の 柱 13， 13の 上 端 部 に 接 続 さ れ 、 上
記 棚 板 15の 左 右 両 端 部 は 、 柱 13， 13の 下 端 近 傍 に 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 梁 部 材 14と 棚 板
15は そ れ ぞ れ 水 平 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 棚 板 15上 に 、 箱 状 の 収 納 ケ ー ス 17が 設 置 さ れ 、 そ の 収 納 ケ ー ス 17に は 蓄 電 池 ６ と イ ン バ
ー タ ７ が 内 装 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 横 長 板 状 の 太 陽 発 電 パ ネ ル 10は 、
上 記 梁 部 材 14の 左 右 端 上 に 垂 直 に 立 設 し た 取 付 部 材 16， 16の 上 端 に 付 設 さ れ て い る 。 そ の
太 陽 発 電 パ ネ ル 10は 、 前 方 下 傾 状 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 記 看 板 本 体 ２ に 端 子 盤 ８ を
内 装 し 、 か つ 、 該 端 子 盤 ８ 、 上 記 太 陽 発 電 パ ネ ル 10、 蓄 電 池 ６ と イ ン バ ー タ ７ は 、 上 記 支
持 枠 部 材 １ 内 を 挿 通 す る 配 線 41に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 太 陽 発 電 パ ネ ル
10は 、 そ の 向 き を 調 整 可 能 に 支 持 枠 部 材 １ に 取 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 三 角 柱 状 の 柱 13は 、 直 立 す る 四 角 柱 部 材 31と 直 立 す る ２ 本 の 円 柱 部 材 32， 32を 有 し 、 四
角 柱 部 材 31は 側 内 方 へ 配 置 さ れ 、 円 柱 部 材 32， 32は 側 外 方 へ 配 置 さ れ て い る 。 四 角 柱 部 材
31と 円 柱 部 材 32， 32は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の パ イ プ で 連 結 さ れ 、 そ の 複 数 の パ イ プ は 三 角 形 の
波 形 状 に 組 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ ・ 図 ４ ・ 図 ５ に 於 て 、 上 記 看 板 本 体 ２ は 、 ２ 個 の 正 面 視 矩 形 の 箱 体 21， 21を 有 し 、
該 箱 体 21， 21は 前 方 に 開 口 し 、 そ れ ぞ れ の 箱 体 21の 左 右 端 縁 は 、 上 記 柱 13， 13に 付 設 さ れ
て い る 。 さ ら に 、 箱 体 21内 に は 、 肉 厚 裏 当 て 部 材 ３ と 面 状 発 光 シ ー ト ４ と 看 板 表 示 面 ５ と
が 、 裏 面 か ら 順 に 積 層 さ れ て い る 。 ま た 、 箱 体 21内 の 正 面 視 し て 左 下 部 に は 、 端 子 盤 ８ が
取 付 け ら れ 、 端 子 盤 ８ と 面 状 発 光 シ ー ト ４ は 、 配 線 40に て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 端 子
盤 ８ は 、 面 状 発 光 シ ー ト ４ へ 接 続 さ れ る 複 数 の 配 線 40の 統 合 及 び 整 理 す る こ と を 目 的 と し
て い る 。 な お 、 看 板 表 示 面 ５ は 、 透 明 又 は 半 透 明 の 樹 脂 製 で 、 表 面 乃 至 裏 面 に 、 広 告 ・ 宣
伝 等 の 文 字 、 図 形 が 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 面 状 発 光 シ ー ト ４ は 、 交 流 電 圧 を か け る と 光 を 発 す る シ ー ト 部 材 で あ り 、 正 面 か ら 順 に
発 光 層 と 絶 縁 層 と 背 面 電 極 層 と を 積 層 し て 成 っ て い る 。 発 光 層 に は 、 蛍 光 物 質 で あ る 硫 化
亜 鉛 に 銅 を ド ー プ し て 成 る 発 光 体 と 、 フ ッ 素 樹 脂 バ イ ン ダ と を 混 合 攪 拌 し た イ ン ク を 用 い
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る 。 絶 縁 層 に は 、 高 誘 電 体 で あ る チ タ ン 酸 バ リ ウ ム と フ ッ 素 バ イ ン ダ と を 混 合 攪 拌 し た イ
ン ク を 使 用 す る 。 背 面 電 極 層 は カ ー ボ ン ペ ー ス ト か ら 成 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 肉 厚 裏 当 て 部 材 ３ は 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 製 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11， 11を 表 裏 貼 着 し た ２
層 構 造 で あ り 、 表 側 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11は 、 図 ６ ・ 図 ７ に 示 す よ う に 、 所 望 の 形 状 や
大 き さ に 分 割 さ れ 、 互 い に 隙 間 を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。
　 積 層 さ れ た 面 状 発 光 シ ー ト ４ と 看 板 表 示 面 ５ も 、 上 記 分 割 さ れ た 表 側 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ
ク 板 11に 対 応 し て 分 割 さ れ て お り 、 表 側 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11と 面 状 発 光 シ ー ト ４ と 看
板 表 示 面 ５ が 積 層 さ れ 、 複 数 の 積 層 体 24を 形 成 し て い る 。 該 積 層 体 24に は 、 板 状 の 部 材 を
コ の 字 に 折 り 曲 げ て 形 成 し た 内 フ レ ー ム 20が 、 表 側 か ら 嵌 合 さ れ て い る 。 さ ら に 、 該 内 フ
レ ー ム 20は 、 看 板 表 示 面 ５ に 表 示 さ れ た 文 字 や 図 形 が 見 え る よ う に 正 面 視 矩 形 の 窓 部 22が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 フ レ ー ム 20の 表 側 に 、 表 示 面 保 護 パ ネ ル 18が 、 箱 体 21に 蓋 を す る よ う に 取 り 付 け ら れ
、 箱 体 21に は 、 板 状 の 部 材 を コ の 字 に 折 り 曲 げ て 形 成 し た 外 フ レ ー ム 19が 、 表 示 面 保 護 パ
ネ ル 18の 表 側 か ら 嵌 合 さ れ て い る 。 ま た 、 外 フ レ ー ム 19は 箱 体 21に ネ ジ 等 で 取 付 け ら れ て
い て も よ い 。 さ ら に 、 外 フ レ ー ム 19に は 、 看 板 表 示 面 ５ に 表 示 さ れ た 広 告 ・ 宣 伝 等 の 文 字
や 図 形 が 見 え る よ う に １ つ の 正 面 視 矩 形 の 窓 部 23が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 箱 体 21内 へ の
浸 水 を 防 止 す る た に 、 外 フ レ ー ム 19と 箱 体 21の 接 触 面 の 間 に 、 ゴ ム 製 の パ ッ キ ン を 介 在 し
て も よ く 、 ま た 、 外 フ レ ー ム 19と 上 記 表 示 面 保 護 パ ネ ル 18と の 間 に シ リ コ ン シ ー ル 硬 化 体
を 充 填 さ せ る の も 自 由 で あ る 。 表 示 面 保 護 パ ネ ル 18は 、 例 え ば 、 透 明 の ア ク リ ル 板 で あ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ６ と 図 ７ に 於 て 、 裏 側 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11の 表 面 に は 、 角 形 の 溝 部 12を 有 す る 。
そ し て 、 該 溝 部 12と 溝 部 12に 対 応 す る 上 記 表 側 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11の 裏 面 に て 、 上 記
端 子 盤 ８ と 上 記 面 状 発 光 シ ー ト ４ を 接 続 す る 配 線 40を 通 す た め の 挿 通 孔 ９ を 形 成 し て い る
。 さ ら に 、 面 状 発 光 シ ー ト ４ ま で 配 線 40を 導 く た め 、 表 側 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11の 側 面
の 所 望 の 位 置 に 切 欠 部 25が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 挿 通 孔 ９ に 浸 入 し た 水 が 端 子 盤 ８ へ 向 か わ な い よ う に 、 横 方 向 に 延 び る 溝 部 12は
正 面 視 し て 右 に 向 か っ て 下 傾 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 浸 入 し た 水 を 看 板 本 体 ２ の 外 部 に
排 出 す る た め に 、 箱 体 21の 下 端 に 排 出 孔 （ 図 示 省 略 ） を 設 け た り 、 さ ら に 、 こ の 排 出 孔 へ
水 を 誘 導 す る よ う に 溝 部 12を 形 成 し て も よ い 。
　 な お 、 挿 通 孔 ９ は 、 表 裏 貼 着 し た ２ 層 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11， 11の そ れ ぞ れ の 貼 着 面
に 互 い に 対 応 す る よ う に 設 け ら れ た 溝 部 12， 12に て 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ８ と 図 ９ に 於 て 、 箱 型 の 上 記 収 納 ケ ー ス 17は 、 ケ ー ス 本 体 26と 蓋 部 材 27と ヒ ン ジ 28と
か ら 成 っ て お り 、 蓋 部 材 27は 収 納 ケ ー ス 17の 上 面 部 と 背 面 部 か ら 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に
、 蓋 部 材 27の 下 端 縁 と ケ ー ス 本 体 26の 底 面 の 後 端 縁 は 、 ヒ ン ジ 28を 介 し て 連 結 さ れ て い る
。
　 収 納 ケ ー ス 17内 に は 、 蓄 電 池 ６ を 載 置 す る ス チ ー ル 製 の 載 置 台 29が 付 設 さ れ て い る 。 載
置 台 29は 、 載 置 台 29の 後 方 か ら 蓄 電 池 ６ を 載 置 し や す い よ う に 、 前 方 下 傾 状 に 形 成 さ れ て
い る 。 さ ら に 、 載 置 台 29の 上 面 に は 、 蓄 電 池 ６ を 載 置 台 29に 摺 動 さ せ て 載 置 及 び 取 外 し し
や す い よ う に 、 前 後 方 向 に 延 び た ２ 本 の レ ー ル 30， 30を 並 設 し 、 蓄 電 池 ６ の 底 面 に 生 じ る
摩 擦 力 を 小 さ く し て い る 。 こ の レ ー ル 30， 30上 に 蓄 電 池 ６ が 載 置 し て あ る 。 ま た 、 載 置 台
29の 上 面 の 左 右 端 後 方 に 、 蓄 電 池 ６ の 左 右 へ の 脱 落 防 止 用 の 直 線 状 ス ト ッ パ を 設 け 、 載 置
台 29の 上 面 の 前 方 の 左 右 角 部 に は 、 蓄 電 池 ６ の 前 方 及 び 左 右 へ の 脱 落 防 止 用 の 平 面 視 Ｌ 字
状 ス ト ッ パ を 設 け て い る 。 ま た 、 収 納 ケ ー ス 17内 の イ ン バ ー タ ７ は 、 少 な く と も １ 個 の 上
記 積 層 体 24の 面 状 発 光 シ ー ト ４ を 点 滅 さ せ る 制 御 手 段 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 上 述 し た 本 発 明 で あ る 屋 外 立 設 看 板 の 使 用 方 法 （ 作 用 ） に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 於 て 、 太 陽 発 電 パ ネ ル 10に 太 陽 光 が 照 射 し や す い 場 所 に 本 発 明 を 設 置 す る 。 太 陽
光 が 太 陽 発 電 パ ネ ル 10に 照 射 さ れ る と 、 太 陽 発 電 パ ネ ル 10で 太 陽 光 の 熱 エ ネ ル ギ を 直 流 電
流 の 電 気 エ ネ ル ギ に 変 換 し 、 そ の 直 流 電 流 の 電 気 エ ネ ル ギ が 配 線 41を 伝 っ て 蓄 電 池 ６ に 蓄
え ら れ る 。 さ ら に 、 配 線 41を 伝 っ て そ の 蓄 え ら れ た 電 気 エ ネ ル ギ を 蓄 電 池 ６ か ら イ ン バ ー
タ ７ に 送 り 、 イ ン バ ー タ ７ に 於 て 交 流 電 流 に 変 換 し 、 端 子 盤 ８ に 送 ら れ る 。 そ し て 、 端 子
盤 ８ か ら 配 線 40を 伝 っ て 各 面 状 発 光 シ ー ト ４ に 交 流 電 流 が 供 給 さ れ 、 面 状 発 光 シ ー ト ４ が
発 光 （ 点 灯 又 は 点 滅 ） し 、 看 板 表 示 面 ５ が 照 明 さ れ る 。
　 な お 、 タ イ マ ー 等 に よ っ て 面 状 発 光 シ ー ト ４ の 発 光 開 始 時 間 と 終 期 時 間 を 設 定 し て も よ
く 、 ま た 、 屋 外 で の 周 囲 の 明 る さ を 感 知 す る セ ン サ を 設 け 、 所 定 の 明 る さ 以 下 に な る と 面
状 発 光 シ ー ト ４ が 発 光 す る よ う に 制 御 す る の も 自 由 で あ る 。
　 ま た 、 挿 通 孔 ９ 内 に 雨 水 等 が 浸 水 し た 場 合 、 そ の 水 は 横 方 向 に 延 び る 溝 部 12内 を 右 方 向
に 進 ん で 、 端 子 盤 ８ へ は 向 か わ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 収 納 ケ ー ス 17内 の 蓄 電 池 ６ を 別 の 蓄 電 池 ６ に 取 換 え 等 す る 際 は 、 ま ず 、 蓋 部 材 27
を 後 方 へ 揺 動 さ せ て 収 納 ケ ー ス 17を 開 口 し 、 蓄 電 池 ６ に 接 続 さ れ た 配 線 41等 を 外 し て 取 出
し 可 能 な 状 態 に す る 。 次 に 、 ケ ー ス 本 体 26の 背 面 か ら 蓄 電 池 ６ を 手 で 持 っ て 、 そ の 蓄 電 池
６ を レ ー ル 30上 を 後 方 に 摺 動 さ せ 引 き 出 す 。 そ し て 、 別 の 蓄 電 池 ６ を 手 で 持 っ て 、 蓄 電 池
６ が 載 置 台 29の 前 方 の ス ト ッ パ に 接 触 す る ま で レ ー ル 30上 を 前 方 に 摺 動 さ せ 、 載 置 台 29へ
載 置 す る 。 蓋 部 材 27を 前 方 へ 揺 動 さ せ て 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 看 板 表 示 面 ５ を 他 の 意 匠 の 表 示 面 ５ に 変 更 す る 場 合 は 、 外 フ レ ー ム 19、 表 示 面 保
護 パ ネ ル 18、 内 フ レ ー ム 20を 順 次 取 外 し 、 他 の 意 匠 の 表 示 面 ５ に 取 換 え て 、 内 フ レ ー ム 20
、 表 示 面 保 護 パ ネ ル 18、 外 フ レ ー ム 19の 順 に 取 付 け る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 で あ る 屋 外 立 設 看 板 は 、 支 持 枠 部 材 １ と 、 こ の 支 持 枠 部 材 １ に 取
り 付 け ら れ る と 共 に 肉 厚 裏 当 て 部 材 ３ と 面 状 発 光 シ ー ト ４ と 看 板 表 示 面 ５ と を 順 次 積 層 し
た 看 板 本 体 ２ と 、 上 記 看 板 本 体 ２ の 面 状 発 光 シ ー ト ４ へ 電 気 を 送 る た め の 蓄 電 池 ６ と 、 イ
ン バ ー タ ７ と 、 端 子 盤 ８ と 、 上 記 支 持 枠 部 材 １ に 取 り 付 け ら れ た 太 陽 発 電 パ ネ ル 10と 、 を
備 え 、 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 ３ に 、 上 記 端 子 盤 ８ と 面 状 発 光 シ ー ト ４ を 接 続 す る 配 線 40を 通
す 挿 通 孔 ９ を 設 け 、 該 挿 通 孔 ９ は 、 挿 通 孔 ９ に 浸 入 し た 水 が 上 記 端 子 盤 ８ へ 向 か わ な い よ
う に 傾 斜 し て 形 成 さ れ た の で 、 看 板 本 体 ２ を 薄 型 化 で き 、 本 発 明 の 設 置 に 必 要 な ス ペ ー ス
が 小 さ く な る 。 こ の こ と に よ り 、 屋 外 の 通 路 に 設 置 し た 場 合 で も 、 通 行 の 妨 げ と は な ら な
い 。 発 光 源 に 面 状 発 光 シ ー ト ４ を 用 い た の で 、 衝 撃 に 対 し て 破 損 し に く く 、 か つ 、 発 光 時
に 発 熱 し な い の で 、 看 板 本 体 ２ に 触 れ た 場 合 で も 安 全 で あ る 。
　 太 陽 発 電 パ ネ ル 10に よ り 発 電 さ れ た 電 気 が 蓄 電 池 ６ に 蓄 え ら れ る の で 、 設 置 場 所 の 付 近
に 電 源 が 不 要 と な り 、 屋 外 で 設 置 で き る 場 所 を 幅 広 く 選 ぶ こ と が で き る 。
　 ま た 、 挿 通 孔 ９ 内 を 配 線 が 通 っ て い る の で 、 配 線 40の 浸 水 に よ る シ ョ ー ト 及 び 破 損 を 防
止 で き る 。 さ ら に 、 万 が 一 挿 通 孔 ９ 内 に 水 が 浸 入 し て も 、 水 は 端 子 盤 ８ へ 向 か わ な い の で
、 端 子 盤 ８ の シ ョ ー ト 及 び 故 障 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 ３ は 、 表 面 貼 着 し た ２ 層 構 造 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11， 11か
ら 成 り 、 上 記 挿 通 孔 ９ は 、 上 記 少 な く と も 一 方 の 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板 11の 貼 着 側 の 面 に 設
け ら れ た 溝 部 12を も っ て 形 成 さ れ て い る の で 、 配 線 40の 浸 水 に よ る シ ョ ー ト 及 び 破 損 を 防
止 で き 、 か つ 、 挿 通 孔 ９ の 成 型 が 容 易 と な り 、 看 板 本 体 ２ の 軽 量 化 に も な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 肉 厚 裏 当 て 部 材 ３ は 、 発 泡 ス チ ロ ー ル か ら 成 る の で 、 配 線 40の 浸 水 に よ る シ
ョ ー ト 及 び 破 損 を 防 止 で き 、 か つ 、 挿 通 孔 ９ の 成 型 が 容 易 と な り 、 看 板 本 体 ２ の 軽 量 化 に
も な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 要 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 要 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 要 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 要 部 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 要 部 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 要 部 断 面 背 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 要 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 支 持 枠 部 材
　 ２ 　 看 板 本 体
　 ３ 　 肉 厚 裏 当 て 部 材
　 ４ 　 面 状 発 光 シ ー ト
　 ５ 　 看 板 表 示 面
　 ６ 　 蓄 電 池
　 ７ 　 イ ン バ ー タ
　 ８ 　 端 子 盤
　 ９ 　 挿 通 孔
　 10　 太 陽 発 電 パ ネ ル
　 11　 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 板
　 12　 溝 部
　 40　 配 線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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